
■ 最大震度６強以上が観測された事業体の被害確認結果

熊本県内で震度６強以上を観測した８市町村のうち、水道配水用ポリエチレン管を採用している7事業
体の調査を行った結果、水道配水用ポリエチレン管は、147.7km布設されていましたが、被害は確認さ
れませんでした。

■ 水道配水用ポリエチレン管布設箇所の現地調査

最大震度７を2回観測した益城町を中心に水道配水用ポリエチレン管の布設箇所を事前に確認した上で、
現地調査を行いました。結果、舗装面及び周辺地盤に亀裂や垂直変位等が発生していましたが、特に問
題なく供用されていました。

2016年4月に発生した「平成28年熊本地震」に関して、配水用ポリエチレンパイプシステム協会と連携して、
周辺事業体へのヒアリング調査及び管布設箇所の現地調査を行いました。結果、地震被害を受けた熊本県及び
大分県内に水道配水用ポリエチレン管は、698km布設されていましたが、被害は確認されず、水道管としての
機能を維持しました。

 ◆ エスロハイパー現場リポート 『熊本地震 水道配水用ポリエチレン管被害調査』

表１　最大震度６強以上が観測された事業体の被害確認結果

図１　益城町布設箇所（橋梁周辺） 図２　御船町布設箇所（地盤変状）

HPPE管
4/14 4/15 4/16 50mm 75mm 100mm 150mm 200mm 合計 被害確認
21:26 0:03 1:25 (m) (m) (m) (m) (m) (m)

益城町 7 7 2,535 7,036 1,685 2134 0 13,390 被害なし
熊本市 6弱 6弱 6強 72,931 7,530 3,860 1085 0 85,406 被害なし
宇城市 6弱 6強 6強 1,345 1,675 765 0 0 3,785 被害なし
菊池市 5強 6強 2,468 1,890 2,035 315 0 6,708 被害なし
宇土市 5強 5強 6強 2,450 4,990 2,170 965 0 10,575 被害なし

大津町
※ 5強 6強 8,862 9,534 8,292 783 0 27,471 被害なし

南阿蘇村 6強 70 85 210 35 0 400 被害なし
合　計 90,661 32,740 19,017 5,317 0 147,735

備考：　気象庁 震度データベース検索より、最大震度6強以上の市町村を掲載
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